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地方の将来は危機的状況？
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　湯前町の人口は、平成２７年度の推計値から下方修正され、人口減少が続いてい
く見通しです。　都市部への人口集中が続いています。　国や都道府県には、地方創
生の抜本的な対策を期待しているのですが、この１０年間は、地方を成長させる効
果的な対策ができていないようです。　
 　議員数を減らすことや、町村の合併についての話も出ていますが、これは目先
だけを見た安易な考え方です。　まちづくりの仕組みができていない中での削減や
統合の話は、時期尚早です。　知恵も出さず対策も打たないままに行動すれば、悪
循環を繰り返すことになります。

まちづくりビジョンの重要性
　湯前町を生活しやすい魅力的な町にするために
は、まず「まちづくり」の未来予想図(ビジョン)を
町民の皆さまと共有することが重要です。　方向性を
示さないと、「まちづくり」はチグハグな施策や事業
が展開されてしまいます。　ビジョンの重要性を、今
後も町に提言していきます‼

まちづくり構想編



未来を創造した挑戦を!!
～過去に縛られすぎない～

＜マイナス面＞　人口減少がもたらすもの
×事業者の減少　　　　　　　　　　　　×自治体の財政が厳しくなる　　
×空き家や無縁墓地などが増える　　　　×荒れた土地が増える
×鉄道経営の赤字　　　　　　　　　　　×医療費・介護費の増加
×余剰な公共施設　　　　　　　　　　　×区民や消防団の減少
　

＜賢い縮小をしながらの未来創造＞　人口減少をプラスに捉えたまちづくり
〇持続する事業者への投資　　　　　　　〇人吉まで２０分で行ける道路整備
〇ＡＩや自動運転など先端技術の活用　　〇行財政改革の推進
〇空き家や無縁墓地などへの対策　　　　〇農地の最適化
〇コンパクトタウンの推進　　　　　　　〇地域経済の循環(外貨を稼ぐ)
〇健康増進　　　　　　　　　　　　　　〇インフラや組織などの最適化

　現在の「まちづくりビジョン」は、総合計画に掲げている「マイホームタウン　
ゆのまえ」です。　具体的な将来像(ビジョン)が示されていないことから、議員の中
では私だけが総合戦略の議案に反対しました。
　執行部が一生懸命作られた議案を反対するのは大変心苦しかったのですが、反対
した後は総合戦略や移住・定住に関する提案を積極的に行っています。　

新時代に向けた対応
まちづくりビジョンを町民全体で共有し

賢い縮小をしながら
夢と希望のある湯前町をつくりましょう!!



◎人吉市～湯前町を結ぶ地域高規格道路を整備したい！
　地方創生を語る前にやるべきことは、交通インフラの整備。　物流なくして、地
域の発展はありません！
　人の体に例えると、血がかよわなければ、健康を維持できません。　物流こそ
が、新たな需要を生み、生産性を向上し、所得を循環させ、地域を活性化します。　
　人吉市～湯前町区間だけでなく、西米良村や西都市、椎葉村との連携も更に向
上します。

＜討議資料＞

問題追及だけでは町の成長や町民の幸福度は向上しない!!
　前回の選挙公報では、「町民と役場職員の強い追風になる」という公約を掲げて
行動しています。　議会からの問題追及で一旦立ち止まるのではなく、「前進しなが
ら改善していく議会」、「スピード感を持って対応していく議会」になることが、今
の時代に即した議員の使命であると考えます。
　「１期目から描く夢構想」も含めた”まぢづくりビジョン”を明確にしながら、
これからも町の成長や町民の幸福度が向上するよう、提案を続けていきます。

１期目から描く夢構想

◎九州一のアウトドア施設・交流拠点として整備したい！
　近年、キャンピングカーやバイク、キャンプなど、町外から多くの人が本町を
訪れるようになりました。　♪関係者に感謝♪
　この流れを活かして、湯楽里・グリーンパレス一帯をアウトドア仕様で拡充し
ます。　食とレジャーの交流拠点として整備し、地場産業（農林商工業）と連動し
ます。

◎町内総活躍を目指す“まちづくり会社“を創りたい！
　各種イベント（町内の各種式典、祭り、町内披露宴など）や情報発信、町の課
題解決を、住民の皆様と一緒に取り組んでいく民間主導の組織をつくります。

活動報告書　第７号より引用［平成２８年9月発行］

上球磨地域を活性化するには、
　高規格道路が欠かせない!!
　　　（ハードルはかなり高いが…）

指定管理者や地域おこし協力隊など、
　新たな風に期待!!

湯楽里周辺のポテンシャルは、こんな
ものではない!!　まだまだやれる!!

「夢と希望のある町づくり」を目指して


